
 

 

 

会 社 は こ う し て 強 く す る 
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会社はこうして強くする 
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 Ὸ ᾿ „ ― ‼―᾿‗ ‒―‾ ” ‖Ῥ⁴Ὸ⁮᾿ Ὸ⁮ ‍

⁮​₁’‚ ⁸⁮’΅Ὸ‾ ⁵’΅Ό᾿Ή利益᾿投資᾿会社ῌ‗΅ῲΩ╒∕‖

⁞⁶ῲ‗ ‒―΅⁴῀ ⁞ „ ‖Ῥ‒―᾿  ‍ ‖„‘ῲ‚‾’⁮

’΅῀ Ὸ ᾿ ῃ‘ῲ‚‾’⁮’Ὸ‒‍‖„ ‴ ⁵’΅῀ ‾  ―

Ὸ⁮‖„ ⁯Ό ’΅῀‖„ ‚‗΅ῲ”„ ‖Ῥ⁴Ό᾿ ‎῾‖

„ Ό’΅῀‎Ὸ⁮᾿​⁵₀ ῲ ‗΅ῲ​ ” ‴⁯”Ῥ‍⁯” ₀ 

‍΅῀

Ή利益‗„᾿ ’”Ὸ ’”Ὸῌ‗΅ῲ ‖Ῥ⁴ 2͂// ” ῃ” ’”

‖᾿ Ὸ΅ „‖Ὼ’΅Ό᾿ „ ‖„’΅᾿収益－費用᾿ プロセス‏

‖Ῥ⁴‗΅ῲ⁭ῲ’ Ό ‍⁮‗ ῲ῀

HEQR ” ᾿​⁵„ ‍’ ” ‖Ῥ⁴῀ ⁞᾿ ‚ ₀

ῴ  ’῾⁵‟’⁮’΅ ‚ ―΅⁴”‖Ῥ⁴῀

‾ῲ –„Ή投資᾿ ‚‗‒―”最大のリスク‖Ῥ⁯᾿≥₿╒└Ό解決‖

Ῥ⁴ῌ‗΅ῲ ‾ ” ‚„ ΅―  ΅῀ ‚„≥₰₦” „

―΅⁴Ό᾿≥₿╒└„ ’ Ό ―΅⁴῀​⁵‖„​⁵₀ ⁴ ”᾿

 ⁴ ” ‚’⁴ ⁵ΌῬ⁴῀≥₿╒└” Ό ⁴⁭ῲ’ ₀ ‍΅῀

᾿​₁’ ‗₀ ⁄₀‗ ῲ΅‗「か何はと社会」― ​᾿⁮Ό’⁯‮

ῴ―‾⁮΅‍΅⁭ῲ‚ ⁶₁‏‾῀⁴΅―‒ „Ή ”‍‼‚Ῥ⁴ῌ‗

‾Ή ”‍‼‚Ῥ⁴ῌ‗‾ ⁸’΅Ό᾿ ῃ’ ”‏‍ ₀  ⁴

ῺΌῬ⁴῀ ”  ⁴ Ὸ₀ ΅ ‖ ‚ ⁵‟᾿ ” ”

‚ •–ῼ”‖„’΅‎⁶ῲῸ῀
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①利益とは．．．．．． 収益－費用という、システムである。
 
 Ｐ／Ｌ 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 ・・・・・・ である 
 

 

 

②投資とは．．．．．． ‖Ῥ⁴῀​” ‗„᾿

回収のシステムである。
 

Ｂ／Ｓ 
 

 

 

 

 

 ・・・・・・ である 
 

 

利益 100×10 年 

投資 1,000 
≧1(100％) 

 

 

利益  100 売上 2,000 

売上 2,000 
× 

投資 1,000 

（効 率）  （物 量） 

 

人件費 

 

 

 

利 益 

 

売上－仕入 

 

－その他物件費 

 

(純付加価値) 

 

投 資 
 

 

借入金 
 

組織のデザイン 

᾿  
”  

明確な目標 

”  
’  

顧 客 

回 収 
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③会社の目的とは．．．．．．₀ש‗ר ῴ―᾿  ⁴ ‗ 

 
企業が高い収益をあげ続けるには次の 2つの方法しかない。 
 

独占力₀ –

⁞∕ₐ₦⌠₴↔⅍„​” ‖Ῥ⁴Ό᾿ „  ’΅῀

” „ 商̓品力₀ ᾿‏ ’ビジネスモデル₀  ⁴῀

‗„ ᾿製品力᾿サービス力 ‗‾ ΅ ῴ⁮⁵⁴῀

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

顧客の要望をキャッチする仕組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 無駄を省く、開発の仕組 成長性、やりがいの仕組 

 

 
 

 

 

 ・・・・・・ である 

 

会計は企業の目的と密接に関係する。  
 

顧客の顕在的、潜在的な要望を把握し、 

その要望の顕在化に応える経営システム 

①顧 客 

(必要充足率) 

③会 社 

(継続率) 

②従業者 

(定着率) 

IT 化、スピード化、

効率化…… 

売上が上がり利益

が出るシステム 

従業者がやりがいを

持って将来の成長が

できるシステム 

継 続 



3 
新しい沖縄振興のイメージ 

”  
 

23 6 30  
23 6 16  

 
 

Ή ₀ ‹᾿ ₀ ῴ―᾿ ‗„ ” ₀ ⁴ῌ

” ” ”‍‼‚ ₀℅ₓ└₯ ⁴

” ”‍‼‚ ”≥╒℮₉└₧ ₀ ⁯Ῥ ⁴

 

 

 

１．総 論（「気運を掴み」、「時空を超えて」、「本土とは異質の世界」） 
 
 
（1）沖縄は何で生きるか。次の 10 年は何を目指して勉励するか。 
 

自発的に税や基地の特例を返上し、 ⁮”‍‼‗᾿ ”‍‼‚᾿ ”

₀  ⁴‍‼” ₀ ῀⁴Ῥ‖Ὼ‮ ” – ” ”Ῥ⁴ ₀

‚᾿ ‚ Ὸ ―᾿ ‗ ” ₀  ―᾿ ῴ⁮⁵⁴‾”‖’΅

一国二制度的な発想₀‾‒― 将̓来のために沖縄のリーディング産業₀  ‮

Ὼ‖Ῥ⁴῀​” ”キーワードは、「気運を掴み」、「時空を超えて」、「本土とは

異質の世界」を創りあげるということである。 
 

 観光産業 
 情報通信産業 
 国際物流拠点 
 自由貿易地域 
 金融特区 
 沖縄科学技術大学院大学 

 エコアイランド沖縄（低炭素島社会の実現） 
 人材創出育成産業 

 沖縄を創る建設業 

”≥╒℮₉└₧ ‗„᾿

 平和の島として（国連施設の誘致) 
 

” ‗„᾿Ὼ⁸‼― ’ ᾿ ’ ‖Ῥ⁴῀ 
Ή ᾘΉ ”  ᾘΉ ” Ὸ ῌ( ᾿ ᾿ ᾿ ) 
Ή ” ῌ ” Ή̓ ”  ῌ ᾿ ᾿ ₈₯₈”  
Ή ”  ᾘΉ ᾘΉₔ₪₈ₐ≤└ⅎ‗ ―” ”  ῌ 
Ή ᾘΉ≠ₐ∕╒⌂᾿ ” ᾘ᾿̓᾿̓᾿  ―Ή ῌ‗Ή ῌ͂  
 ⁵⁮” ” „ ‗΅‒―‾ ‖„’ῼ᾿ ” • ”

” Ὼ’ ‗’⁯᾿ ‚ Ὸ‒― ₀   ⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴  ͂
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新しい沖縄(経済と産業)の振興のイメージ 

 
 

̈́ 沖縄の真の独立₀  ⁴ ̈́ 
 
 
 
 

地方分権 
(規制緩和) 

”ₐ∞╒₯‖ ” ”  
‗ ‖ ”‖Ὼ⁴  
” ”Ῥ⁴ ’  

 
 

   
沖縄振興一括交付金 
(全国に先鞭をつける) 

 投資、雇用減税 
(地域産業開発投資) 

”←ₐ⌠№⅍∟℮⌂  ≥╒℮₉└₧ ” ᾿  
≥╒℮₉└₧ ” ᾿   ” ᾿ ᾿  

‗ ”   ᾿ ᾿ ’‘ 
   
   
   

米軍基地分担金 
(経済阻害の公平な計算) 

 
‖’ῼ  

‭”  
 
 
 
 
 

₀„ ‼ ≥₰₦‭” ₀  ⁴‍‼‚ ₀ ‚  ᾿

↕⌠№₦ ‗‚ ’ ₀ ⁯ ↕̓⌠№₦ ‗” ₀ Ὸ  ​̓⁵‌⁵”

” ₀ ῴ⁴⁴Ῥ‖Ὼ‮ ​͂”自立した↕⌠№₦” –‗ ― ₀ ῴ᾿

” ‗ ― ₈₯₈” ” ᾿ ↕⌠№₦”←ₐ⌠№⅍∟℮⌂

‗ ― ῾⁴῀⁴Ῥ‖Ὼ‮ 
” ᾿ ᾿ ₀  ᾿ ⁵₀ ‚  ⁴ ‗₀  ᾿​⁵

Ό ” ‗ ” ”‍‼‚’⁴’⁮‟᾿ ₀  ᾿

” ₀ ⁴ ΌῬ⁴῀​” ‖᾿全国公平の精神₀⁸Ὼ‴ῴ―᾿ ”

₀  ῀⁴Ῥ‖Ὼ‮ 
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（2）枠組みとしての戦略 

 
 Ὸ   ̓⁵⁮”将来の可能性と沖縄の現状‗” ‚„ Ὼ’ ₀  ⁴ 可͂

能性と現実の乖離₀ ‼⁴‾”„ Ὸ῀それは戦略（イノベーション）である。

戦略とは何か、それは一人よがりでない話。(1)自主自立の精神‗(2)他者への役

立ち‗​ ―(3)基礎的なものの積上げ‖Ῥ⁴῀ Ό ” ₀ ‒―᾿

”‍‼‚᾿ ”‍‼‚᾿ ”‍‼‚何かで役に立つことが必須‗΅ῲ 

‗‖Ῥ⁴῀ 
 

将来の可能性 

(1)自主自立の精神   

(2)他者への貢献  ₐ⅝∂╒₮≡└

(3)基礎からの積上げ   

現実のレベル 

 

 

（3）米軍基地分担金の公平な負担 

 ” 28 ‚ ⁸⁵‍ „᾿ ” ” ₀ ‚   

‍Ό᾿ ” ᾿ ᾿ ᾿ ” ᾿

᾿ ” ‖᾿ ” ‗‾ ῴ⁴ ₀ ‗ ‍ ᾿沖縄

の行わねばならない反省の 39年間‖‾Ῥ⁴῀ ” ‚ ‒―᾿ ”

Ό‖Ὼ⁴ ” ₀ ῴ― ῼ ΌῬ⁴῀

„ ‚⁭⁯᾿ ‗  ― ‗ ” Ό ⁵‍ ‗„

‖Ῥ⁴ ​͂”‍‼ ” ” ₀ ‚  ᾿ ”

” ‚  ―᾿ „ ’ ₀  ῀⁴Ῥ‖Ὼ‮

節度ある基地の提供は日本に属する沖縄の義務であり、沖縄の振興の上でも必要

なものと考えるが、その対価的な補助金を得る程の規模は必要ではない。 

 ᾿ ‗ ―” ” Ό ⁵⁴‴‖„᾿ ₀

‚  ῀⁴Ῥ‖Ὼ‮

 

 

（4）投資目的の明確化と投資効果の正確な測定 
 
ῴ―᾿ ” ‚ῷ΅―„᾿ ΅ ‖ ―投資目的を明確‚ ᾿集中的で効

率的な投資₀ ῲ ΌῬ⁴ ​͂ ― ” ‗‖„Ῥ⁴Ό᾿ ” ₀

‚ ⁸⁵⁴ Ό ⁭̓⁯ ’ ‗’⁴‍‼”投資効果の測定‾ ‖Ῥ⁴  ͂
 
 

（5）絞り込みの必要 
 

 ΅ ” ‗ ‚–΅― ῴ᾿  ⁴‗  ⁴‾”ΌῬ⁴‗ ‚᾿

”’΅ ‾‴‍ ῼ ‴⁵―΅⁴῀ 
‖’ῼ ’‾”‚ ⁯ ‹᾿Ῥ⁴Ὼ‮ ₀ ₁‖ ῼ ΌῬ⁴῀ 
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２．沖縄の可能性の実現のために発想をチェンジする 

 
 

1997 ᾿ „᾿ Ὸ⁮ ₀ ῾‍ ‚   ₀ ‼᾿​”

᾿ ᾿ ’ ₀ ⁴‗‗‾‚ ”  ⁴ ₀„ ‼ Ὼ

’ ₀  ‍‗‾ ῴ⁴῀ 
​” ‖„ ” „᾿ ₀ ⁴‗‗‾‚ ” ₀

‍‗‾ ῴ⁴῀ 
​” ‗ „ ‎  ῼ’΅ ‗„ ‖Ῥ⁴Ό ⁵₀ ‼᾿ ᾿

᾿ ” ₀ ‚  ᾿ ” ( )‗΅‒‍ ‖

₀ ῴ⁴ ΌῬ⁴῀ 
 
（経済産業の基礎となるもの） 

沖縄の可能性を実現 ⁴‍‼‚„᾿ ‚自主自立の精神が必要‖Ῥ⁯ 次̓に沖

縄のリーディング産業を明確にして、​” ║ ‚  ῀⁴Ῥ‖Ὼ‮ 
” ’‘” ₀ ― ₀  ⁴‗΅‒‍ （沖縄の反省の 39

年）₀ ‚ ‏ ⁯᾿ ” ” ‚’⁴⁭ῲ’依存心„ ―⁴⁴Ῥ‖Ὼ‮  ͂
 
Ὸ–―᾿ ” Ό ‚ 1 ‾” ₀ ‏  ‍Ό ⅝̓╒→₭ ”

⁞ ” ⁯ ⁵᾿ ’‘” ‚ ‖Ὼ ᾿ ‚ ΅

⁞ ” ’‘‾Ῥ‒― „ ‚ ⁸‒‍῀ 
” „ ”⁭ῲ’ ‚ ⁵”℅∩└₰‚‖Ὼ⁴‾”‖Ῥ⁯᾿ ’

‾”‖’ῼ᾿ ”Ῥ⁴ ‖’ῼ―„’⁮’΅῀ 
 
 
（米軍基地の見返りの補助の返上） 

沖縄の反省の 39 年᾿ ” ⁯‚ ⁯ ›⁭ῲ’ ‖„’ῼ᾿⁞„⁯

自主自立の一国二制度的発想Ό ‎‒‍”‖„’΅Ὸ῀ ⁵Ὸ⁮” 0/ ₀Ὸ

῾―᾿ „ Ὸ⁮​⁵₀ ῴ⁴ ‚ ―΅⁴‗ ῲ῀

Ῥ⁴ ” „ ‚  ⁴ ” ‖Ῥ⁯᾿ ΅ ‖ ― ”

” ‖‾ ’‾”‗ ῴ⁴Ό ​̓” ’ ₀ ⁴ ” „ ‖

„’΅ ‗₀ ‚ ῀⁴Ῥ‖Ὼ‮

 ― ” ₀ ‚  ᾿ ‚ ” Ὸ⁮ ” ₀

ῲ‗Ὼ‮ ῴ⁴῀

（今回の大震災の反省） 

” ‗ ‚⁭⁴ Ὼ’ „ ” ᾿

” ” Ό Ὼ΅⁭ῲ‚ ῲ῀

 ”⁭ῲ’ ” ” ‖᾿  ―΅‍⁭ῲ’ ” ”

„ ‼  ‗’⁮ ⁴₀ ’Ὸ‒‍  ͂Ὸ ᾿  ⁵―Ὼ―

 ΅ ⁞ ” ‭” ₀ ⁴ ᾿ ” ’ Ό

‖Ῥ⁴ ‗₀ ῾―΅⁴ Ό ΅῀ „᾿  ​℅∩└₰₀ Ὸ ―

”∟℮⌂‚’⁴῀⁴Ῥ‖Ὼ‮ 
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（1）外からの発想 Ὸ⁮ ‍ ‗΅ῲ  

​⁵„ Ὸ⁮ ‍ ᾿ ” 28 ‗ ₈₯₈₀  ― ‍‗Ὼ᾿ ‚

῾―΅⁴自主自立の精神‗ ₀ Ὸ ‍‼”一国二制度的な発想‖Ῥ⁴῀

” ”活動報告会‚   ―΅‍‎΅‍῀

„ ₀ →₯⅜₰ ” ‗‗⁮ῴ 台̓北事務所„ ₀  ⁴

‗ ” ” ᾿ „ 11 4 ‖Ῥ‒‍

₀ „ 0/ ‚ ‍΅‗΅ῲ ᾿タイ駐在所„₈└₨╒⅍‖

” Ό ” ‖ 1 ‎‒‍’‘᾿ ‗  ― ”

” Ό ‗  ―΅⁴ ‗„ ‎‗  ‍ 外͂からの視点‚  

‗  ₀  ⁴‗ ‚᾿ • ” ” ” ‗

” ” ₀ ῼ  ‍῀

” ‗” ΅” ‖ Ό Ὸ‒‍ ‗„᾿ ” ᾿ ”ₔ

⅜⌂₥╒‗​” ‒― ⁴ ‖Ῥ⁴῀

上海の沖縄事務所„ ”‗ ⁶ ‖„Ῥ⁴Ό᾿ ” ‗ ‚⁭‒―​”

₀ ‭᾿ ⁮‚ ‭‗” Ό ‴⁵⁴῀台湾の経済成長率„ 4$ ₀

 ᾿ ‾⁭ῼ ‚ῷ΅― 07/ ‾” ₀ ⁮⁵‍Ό᾿

” ”  ₀ ₀₤╒‗ ⁴ Ό ‗ ―„ ‚ ‚  ‍῀

6// ” ‖ 2+/// ” ₀  ⁴香港„ 0̓886 ” ”

‾  ῼ 4/ ” ‖ 03 Ό  ―΅⁴῀‴‍᾿ 1/ ‚₈

₯₈”↔₠₈ⅎ≤₫└‗  ⁮⁵‍シンガポール” ᾿ „᾿ ᾿

‗‾ ⁸⁵⁴‰‘” ‖Ῥ‒‍’‘ 香̓港事務所” ₀ ΅―​”

拡大と集中力”   ‚ ΅‍῀

” ‗ ” ₀ Ὼ’Ό⁮᾿ Ὸ‡‒ῸῸ⁴‾”ΌῬ‒‍῀

₈₯₈ ” ” ” ‖᾿沖縄は一体何をしてきたのか῀

” 28 „  ΅ ” ‖Ῥ‒‍”Ὸ῀​⁵₀ ῾‍ ”

ῴ” ‚ ΌῬ‒‍”‖„’΅Ὸ῀​” 28 ₀⁞⁯   ‗„‖Ὼ’΅

Ό᾿ ”‍‼‚  ― ⁴ ΌῬ⁴”‖„’΅Ὸ῀ ᾿ ⁸⁵―Ὼ‍

⁞ ₀  ᾿07/¯ ‚  ⁴ ‗„  Ὸ‒‍”Ὸ᾿10 兆円もの財

政出動‚  ―᾿ „‘⁵‰‘” ₀Ῥ ⁭ῲ‗ ‍”Ὸ᾿ ”⁭ῲ‚

’ ₀ ‒―΅‍ Ό₪₰⅍‾ ’ῼ᾿ ” ‗ ”

”↨≤₰‚’‒‍”‖„’΅Ὸ῀

沖縄の真の独立”‍‼‚„᾿ ᾿ ” Ό ‖Ῥ⁴῀
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（2）「ない」ではなくて「ある」の発想 ” ‗ₐ⅝∂╒₮≡└  

ものづくり産業の振興‗地域ブランドの形成‗΅ῲ ‗‚  ―᾿ ”’΅

” Ὸ⁮„  ΅ ” ⁞↕≤└ⅎ„ ‴⁵’΅”‖„’΅Ὸ ‗̓

΅ῲ ‗‖Ῥ⁴῀自主自立の精神による甘えや妥協のない挑戦が必要である。

（真のイノベーション） 

–” „᾿ Ό  ―΅⁴ ‚ῷ῾⁴ ” Ὸ⁮‖Ῥ⁴ Ή͂ ῌ‚

„ ‾ ‾’Ὸ‒‍  ͂Ὸ Ή’΅ῌ‗΅ῲ ‗‖ ⁵‟​⁵‖ ⁯‎ 「͂な

い」をもっと深く考える必要がある。 ‚Ή ῌΌ’΅῀4/ ” ”

„‰‗₁‘ ―Ό ‖Ῥ‒‍῀ Ό ⁴‍•‚ ” „  ⁵ ​̓

” ”‍‼‚ Ό ‗’⁴῀ ”  ΅ ‖„ Ὸ⁮  ⁴῀

„ ​̓ῲ ― „ ⁯ ‒‍Ό᾿ ” ῃ„ ₀ ⁴‎῾‖  

ῼ’⁴‟Ὸ⁯‎  ͂Ὸ  ‚„Ή ‾’΅ῌ‗ ‼―„​⁵‖ ⁯‖Ῥ⁴ 「͂あ

る」という気持ちと発想が大切だ。その企業は台風で壊れない建物の需要は無限

に「ある」のではないか。 ‚„ ₪└₦≥╒⅍” ” ΌΉῬ⁴ῌ

‗ ῴ‍῀​” ῴ₀  ᾿ ‾’΅ ‖ ₀    ⁞

”0 ”₮ₓ₈᾿ ” ∞╒₢╒‗ ”’΅ ‗’‒―΅⁴῀

​ ― ” „ 8/ Ό ₪└₦≥╒⅍‗’‒―᾿ ” „ ’

ῼ’‒‍῀ ᾿ ” „ΉῬ⁴ῌ‗ ῴ‍ Ή͂’΅ῌ‖ ‴ ‟​⁵Ὸ⁮

„ ‾’Ὸ‒‍Ὸ‾ ⁵’΅ Ή͂Ῥ⁴ῌ‗  ᾿​⁵‚  ‍῀​⁵Όイノ

ベーション‗΅ῲ‾”‖„’Ὸ⁶ῲῸ῀

（発想の転換、どうしても利益を出す） 

‾ῲ –” „᾿ ”Ῥ⁴ ” ‭  ‍῀ ‖ ‍‗

 ⁶᾿ 03/ ᾿ 24 ‖᾿ „ 3/ ”

‖Ῥ‒‍῀

” ∞╒₢╒‖᾿ Ὸ⁮ ‗’⁯Ό‏’ ” ₀ ῼ  

―΅‍ ‗͂ ⁶Ό᾿ „ ” Ό ‗ ” ₀‾‍⁮ ―

΅⁴῀ ” Ὸ⁮ ₀ ‚ ” ‗ ₀  ―΅‍῀

” ‗ ” Ό ⁸⁵᾿ ” „ ‚ •᾿

” ‚–΅― ” ‗ ” ‚⁭⁴ ‗᾿

 ― •€╒→₰” Ό ⁸⁵―΅‍  ͂” Ὸ⁮ ₀  ⁴

‚„᾿ ’   ” ” ₀–Ὸ⁵‍  Ό ‍ 質͂に挑戦 ―

⁴‗” ₀ ῾‍῀

” „ ‚„ Ό ῼ᾿ ₀ ΅‍ ₀  ⁴利益志向‚ ῾

―΅⁴῀

‾”—ῼ⁯ ‚ ‾ ’ ‗„᾿イノベーション ” ‖Ῥ⁴῀

‚‗‒― ” ΅ Ή̓ ᾘΉ ᾘΉ ᾘΉ

ᾘΉ ᾘΉ ” ᾘΉₔ₪₈ₐ≤└ⅎᾘΉ ” ῌ

’‘‚–΅―„一国二制度的な発想の下᾿自主、自立の精神‖᾿ ” ᾿

” ‚ ›῀⁴Ῥ‖Ὼ‮

質を重視した自主自立‗他者依存でない他者貢献の精神 ​ ”イノベーシ

ョン₀ ‹   ” ‖Ῥ⁴῀
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（3）沖縄のソフトパワー ᾿ ᾿ ‚⁭‒― Ὼ–῾⁴ ”  

”Ή ” ‗₴↔⅍←─╒ῌ₀   ―΅‍‎΅―΅⁴῀

​₁’ ᾿ ” ‖ ” ”  ₀ ΅‍῀

Ω╒∕„Ή ” ‗₴↔⅍←─╒ῌ͂ ₴↔⅍←─╒₀  ―⅞╒ⅎ←─╒

‚ ῺῸ῾⁴ ‗‚⁭⁯᾿二つのパワー₀ ᾿  ᾿ ” ₀ ⁴‗΅

ῲ ‖Ῥ‒‍῀

ソフトパワー‗΅ῲ „᾿ ‖ ’‾”‗ ⁸⁵⁴Ό᾿ ᾿

⁞ ”⁭ῲ‚ ‚ ῴ⁴ハードパワー‚  ― ‚ ῴ’΅‾”‖Ῥ⁴῀

’ ” ᾿ Ὸ ᾿ ‚ ” ‗΅ῲ ᾿

’ ” ᾿ ᾿ ᾿ ᾿ ‗ ᾿ ’‘ ” Ὸ ᾿₴

↔⅍←─╒„ ₀ Ὼ–῾⁴ ‗’⁴  ͂” ”₴↔⅍←─╒₀  

― ” ₀ ΅ ⁮ ΅―΅―  ῼ᾿ ” —ῼ⁯” ‎‗  

‍῀

 Ὸ  ‚„᾿₴↔⅍←─╒” Ὼ‚  ᾿ ‚  ⁴᾿‴‍ Ὸ⁮ ⁴

⅞╒ⅎ←─╒‗”₈└ↄ≤└₰ΌῬ⁴῀ ⁞ ” ᾿ ᾿ ₀

 ―᾿ 28 04 ‗‾ ⁸⁵⁴ ‗ ” ’‘ ‖

’ ‚ ῴ⁴ ᾿⅞╒ⅎ←─╒Ό  ⁵  ‍ ΌῬ⁴῀

‗ ⁶Ό​” ” ‗ „᾿ ‗΅ῲῸ᾿ ’ ᾿⅞╒ⅎ

←─╒‗‾’⁯    ⁵‍‗ ⁶‗„ Ὼ’ ΌῬ‒‍ ​͂⁵‚ ῺῸ῾

⁴‾╒─←⅍↔₴Ὼ‮  Ώ‍ ←͂─╒‗ ῲ’⁮ 先̓ず内なるものを消化し᾿

​ ―外に開いて引き寄せる⁭ῲ’‾”‖’῾⁵‟’⁮’΅῀

” ‚  ‍ Ή͂ ᾿ ⁵‴‖ ” Ό  ⁮⁵‍”‚ ’⁴⅞

╒ⅎ←─╒Ό  ⁵ ₴̓↔⅍←─╒Ό ‚ Ὸ’Ὸ‒‍”‖ ⁬ῲῸ῀ ᾿

₴↔⅍←─╒„ • Ὸ⁮”⅞╒ⅎ←─╒‚‘”⁭ῲ‚ ῺῸ῾⁴‖Ὼ‮ 

⁬ῲῸ ῌ͂‗΅‒‍ ” ‗₀῀

”  „᾿  Ό‚  ῀‍‒Ῥ‖”‾Ὼ‮

Ή ‚ ₀  ‍⁯ ⅞̓╒ⅎ‗ ―  ⁴‎῾‖„⃰∞‎῀ ” ᾿

” ᾿ ” ᾿ ‖  ⁵⁴ ᾿̓᾿̓᾿​⁵„ ῴ‟ ”⃰

≤₰₀ ‗ ⁴ ‚⁭⁴ ’⁴ ‗ Ὸ⁮” ₀ ⁵  ―

 ᾿ ᾿ ₈₯₈ ᾿ ‭ ῾―  ⁴⃰ₐ⅓

∙№₦’ Ὼ᾿₴↔⅍‗⅞╒ⅎ” ​⁵Ό΅΅ ‎῀

​⁵„ 航̓空運輸の拠点₀ ‚ ῾― Ὼ᾿ ”‾”₀ Ὼ–῾⁴ ”

‗ ‗ ​̓” ₀ ‖Ὼ⁴ Ῥ⁴ ‗ ᾿  ⁵⁴ ”

Ὼ‍ ‖„’΅Ὸ ῌ͂‗ ⁸⁵‍῀

沖縄の物流基地‾​”⁭ῲ’ ‗ ‗ ‗” ₀‖Ὼ⁴ ’₴

↔⅍←─╒” ∟℮⌂₀  ―᾿   Ὸ⁮ Ῥ⁴ ‗  ⁵’

῾⁵‟’⁮’΅῀​ ―ジョセフ・S・ナイの問題提起'1//3(Ή₴↔⅍←─╒‗

„ Ὸ⁮  ⁵ Ὼ–῾⁴ ῌ₀  ⁴‍‼‚  ‍ ₀  ᾿

 ‗⁴Ῥ‖Ὼ‮ ῴ‍῀
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（4）税の特例と沖縄の振興 ‍’ ”‍‼” Ὸ⁮  

沖縄の税の特例は、自発的に 10年内に返上すべきである。 

’ ῲ ‗” ‚„᾿ ‗  ⁵₀‗‒―„’⁮

’΅῀ Ὸ ᾿沖縄の自主自立₀ ῴ⁴‗᾿ ‎῾” ” ₀΅ῼ⁮

 ―‾᾿ ” ⁞ ” „᾿  ’΅‗ ⁸⁵⁴῀ ” ​

”‾”Ό ” ‖Ῥ⁯᾿ ⁵” ‖‾Ῥ⁯᾿​” ᾿ ᾿ ‚

„ ᾿ ’ ‾Ῥ⁴῀ 0/ ‖完全に廃止することを沖縄

から宣言 ‗⁴Ῥ‖Ὼ‮ ῴ⁴῀

​”‍‼᾿ ‗‾ ⁸⁵⁴Ό᾿ ” ‚ῷ῾⁴ ” ” ₀ ‚

 ᾿ ” ” ₀ ” ‗’⁴ ” ‖ ᾿  ᾿ ”

₀ ” ‚  ―  ‍ ⁯”Ῥ⁴自主自立のための最後の振興策、

一国二制度的な発想₀ ‒―  ‗⁴Ῥ‖Ὼ‮ ῴ⁴῀

2

1 ” ρ1/ ‭ ᾿

4 ” ” ρ5 ‭ ᾿ ‭ ᾿

05 ” ” ρ07 ‭ ᾿

” ‾ ‼‍ ” ᾿ ’

” ”

‚ῷ῾⁴ ”

7-8- ” ᾿ ‚ῷ῾⁴ ”

00 ” ‚ῷ῾⁴ ” 0/

01 ║ ‚ῷ῾⁴ ” ‖

02 ‚ῷ῾⁴ ”

07 ” ” ‚ῷ῾⁴ ”

1/ ₔ₪₈ₐ≤└ⅎ ‚ῷ῾⁴ ”

Ή ᾘΉ ᾘΉ ᾘΉ ᾘΉ ”

ᾘΉₔ₪₈ₐ≤└ⅎᾘΉ ” ῌ ” ’ ” ‚⁭⁯

” ₀ ⁴῀​” ₀  ᾿ Ό ‖Ὼ⁴⁭ῲ‚  

―᾿ ” ” ‚⁭⁯ ₀  ⁴‍‼‚  ⁴῀ ’

Ό ‖Ῥ⁴῀

᾿ ‖’ῼ ” ‖  ”‾Ὼ‮

” ” 3/ „ 0/

‖

​” ‗ ― ‗ ῴ‍‾” 02

’ ‗ ᾿”‾Ὼ‮ ‚⁭⁯ ₀  ᾿”‾Ὼ‮ ᾿

‗ ῴ⁮⁵⁴‾”’‘

税の特例は全国一律とすべきであって、例えば一部の法人税減免など沖縄だけの

特例にすべきではない。全国的な特定地区の雇用、投資減税や国際競争上の法人

税率等の外国諸国並みは必要であるが、沖縄だけの小さな税の減免を望んではな

らない。 



 

商品情報のソーシャルメディア化 
 

0/ ” Ῥ΅ –  
 

23 10 1  
 
 
” „–⁴̓᾿̓᾿ ‗ῷ‮ ‚ ⁞ ” ₀ ‚  ⁴  ΅ ‎

‗ ΅‴ ῀

IT₪╒℮₉⅜╒₿╒ ” 2011 ₢└↔₇⌐└₰－経営と共鳴するITC－‚

 ‍῀ ”Ω╒∕„᾿ ῾₦≤ₒⅎ€╒→₰᾿ ‗∟ↄₐ⌂₪└

↓≈╒Ω₉└₧” ᾿∕⌂℅₪└₲↨⅍” ᾿ ῃ͔IT ‗

” ₀    ⁴‾”‖Ῥ‒‍῀ 
​” ‖ ‾ Ὸ‒‍‾”„᾿  ∞℮₉₈ ₪└€⌂Ω₉

└₧ ” ”「ソーシャルメディアのビジネスへの活用と情報産業

の変革」‖Ῥ‒‍῀ 

‚⁭⁵‟᾿マスコミ四媒体の広告費„᾿  ― ‚Ῥ⁯᾿ ‚

13 ” 70 ‚‴‖  ―΅⁴  ͂⁵‚  ―インターネット広告費„᾿

2 ‚ ₀  ᾿ ‚ ‼⁴₮ₓ₈„ 13.3 ‗ ₀ ῾―΅⁴῀ 
 

‚ῷ΅―∕₰₪∙ ” Ό  ―΅⁴ „᾿ ‚ῷ῾⁴購買

情報の伝達の効率性 ᾿ ” ‚Ῥ⁴”‖„’΅Ὸ῀ マスメデ‏

ィアからソーシャルメディアへの変化 ᾿ ‖Ῥ⁯᾿可逆性のない流

れ‖Ῥ⁴῀ ”⁭ῲ’ Ὼ’ ⁵ ” ‖∕₰₪∙ Ό​” ₀ ‒

―΅⁴ ‗₀  ῀⁴Ῥ‖Ὼ‮ 
(1) ” ∞℮₉₈ ‚ῷ΅―„᾿Ω⌐→᾿ ᾿ ”∕₰∞℮₉

₈‚⁭‒―᾿ ‚ ₀  ―΅‍῀ 
(2) ​⁵Ό ‗’‒―᾿EC €ₐ⅍᾿TV ₮≡№↓└₧᾿ ”

Ό᾿ ‚ ‚ ₀  ⁴⁭ῲ‚’‒‍῀ 
(3) ₴╒₮∩⌂∞℮₉₈ ‚ῷ΅―„᾿←₴₪└⁞∟ↄₐ⌂‚⁭⁴ B to C
‚⁭‒―᾿a └₿≤₦Ω₉↕‚ ‚ ₀ ‖Ὼ⁴⁭ῲ‚’‒‍῀

 ῀商品情報のソーシャルメディア化‖Ῥ⁴᾿‏
 

  ║€╒→₰   
     
∕₰∞℮₉₈  З  З B to C  

産業メディア    ソーシャルメディア 

 
 
 
 
間接的・受動的 З 直接化・能動化・インタラクティブ 
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 幕末の経営改革 

 
（幕府経済体制の行き詰まりからの脱却） 

‗​⁵‚  ‍ （拡大のない消費経済）

” ‗ ”

１．ゼロからの産業の改革と企業活性化 

由利公正 

᾿ ‚ῷ῾⁴ ” ‗  
║ ” （藩富の蓄積） 

5 ₀ ‚ ” ” 40  800 ”  
” ‗„ ‚ ₀ ῾⁴᾿金融とは付加

価値を付ける仕事 
明治政府における太政官札の発行 

   0 1/ ᾿2// 5+///

 

渋沢栄一 ’Ὼ  

太政官札（新通貨）による殖産興業（有効な活用） 
₀ ” ‚ ―’΅ 

” ₀ ῲ  
З З  

大名家の商社化と武士の商人化᾿ ” ‖„⃰∞

‗ↄ└₦ ” ‭”  
‚⁭⁴ ‗ ”  

 
 
 

    
     
     

>     
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ドラッカー 

”

₀Ῥ ⁴ （成果とは何か）

∕⅜₯∞└⅍”

イノベーション

ⅎ≤№₢╒‚ ”⁮⁵Ὸ ‫ Ὸ⁮

２．倒幕資金の蓄積（1）― 薩摩藩（調所笑左衛門） 

77 12 1829 ‚ 500 万両の累積債務 
᾿ 12 60  

” 18  
” 77 ᾿ῲ‏ 20 26 „ 5  

1744-1833 ”  
” Ό ’΅ 

調所笑左衛門 1776 1848 ” 1832 1848  
ר  ―” ₀ 250┤ ᾿ ‗ ⁴ 
ש  ΅ ” ῴ 
ת  ” „ ‚  ― ₀ ῴ⁴ 
װ  ” ”  
ױ  ‖” ₀ ‖  

ײ ᾿ ᾿ ‖ ᾿ ᾿ ” ‗ ‖

”  
׳ ᾿ ᾿ ᾿ ‚ ῴ⁴ 
״ ₀  ᾿ 1844 1847 ‚„ ” ‚„ 200

Ό ‴⁵‍῀ 
 

 1  
 1 2  
 3,600  
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３．倒幕資金の蓄積（２）― 長州藩（村田清風） 

2/ 00 073/ 7-4 06/ ” ᾿

” ” 11 ᾿ 1/

01 0 1/ ᾿ 6-6

” ’‘ ’⁴

ר ‚⁭⁴ Ὸ⁮” ‚

ש ” ” Ὼ Ώ

”

ר ” ᾿ „ ”Ῥ⁯ Ό ‒―΅⁴᾿ ”

” 06/ ” „᾿26 ‖᾿ „ ῲ

ש ” ” ᾿₀―‮ ₀ 2/ ” 0‖ 26 ┤ ‖

Ό ῾⁴

ת ” „᾿ Ό ῾ ‚  ― 26 ” 077/ ᾿

02 ᾿​” „ ₀ ῲ

װ ” ₀⁫⁴‼⁴Ό᾿ ᾿ ᾿ ” „ ” ‗ ⁴

ױ ‚ ‒‍坪井„᾿0+/// ‖ ₀  ᾿7// ‖ ‚

⁵‟ 1// ” ‗ ῴ ‚᾿ ‚ 0+7// ” ΌῬ‒‍‗ ῴ⁭‗

‒‍

ײ ‭” ‗

׳ ” ᾿ ᾿ ‗ ´

倒幕資金の準備Ό״ ⁴

0 2 ‗ ᾿ SAR ” ᾿

”
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先人の智恵と経営改革 
”’΅ ” ‖”

上杉 鷹山 

” ‗ ―”

‒‍’ ” ” ‗

なせばなる なさねばならぬ 何事も 

  なさぬは人の なさぬなりけり 

Ό ” ‗ ⁵⁴”„᾿ ‗ ―᾿

᾿ ᾿ ᾿ ᾿ ’‘᾿ ” ₀

 ‍ ‗‖Ῥ⁴῀

↔≤└₰”₦⌐∕└₴╒

” Ὸ⁮  ‼⁮⁵― ” ₀ ₁‖ Ή̓‖Ὼ⁴ ‗’

⁮᾿ ” ” ’ ‚ ‡ ‒―‹‍Ὸ‒‍ῌ‗᾿ ‹ ‹‗

 ‍

₦⌐∕└₴╒„ 1/ Ή≢╒⌠№←” ῌ‗” ‖᾿

₀‗⁯᾿ ₀ ‚ ΅‍ ” ‖Ῥ⁴

I║E║₨⅜℮₉

‗  ‍ Ή̓ ‾  ⁴ „ Ὸῌ‗ “⁮⁵―᾿

‚ Ή̓ₒₔ₰₥ ≢ₒ₭└ῌ‗ ῴ‍

₨⅜℮₉„ ᾿ ᾿ ᾿ ₀

₁‖΅‍‗ ⁸⁵⁴
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‗

”

║ „ ‖ 1// ₀

║ „ ‚  ᾿ 01/ ‭  ⁵‍

║ ῁ ┤ ‖ ‚ῼ‹ ᾿ ‚⁭‒―᾿ 2/

‚  ⁵‍

║  ‍ ‚ ΏΌ’ῼ᾿ ” ₀ ‚ ῴ᾿

ῷ „ ⁵‍Ό᾿ ” 04 ‚  ⁵‍

║ ” ‚„ ‚ – Ό’ῼ᾿‾„⁞ ₀ ‚  ⁴

‰Ὸ‚ „’ ‗” ₀Ὸ‍‼‍

║ 0/ „ 0/ ‖ ” ‗’⁯᾿ 06 ‖ ” ‗

’‒‍

”

║ ’⁴ ‚‾ῸῸ⁸⁮  4+/// 01/ ”

║ 04 ”ῲ‏ ” Ό 02 8/

║ ” Ὸ⁮”

║ ”

║ Ὸ⁮”ῷ

║ ᾿ ᾿

”

║

Ή –ῌ

‗ „ ” ‚Ῥ⁯᾿学問は実践 ⁴ ‗‚⁭‒―᾿ ‼―

​” Ό  ⁴‗΅ῲΉ ῌ₀ ΅‍

║

‗ ‗„ –” ‖„’΅‗ ᾿―‮ ‚ ‍’΅ ₀  

―΅⁴
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‚ ‫Ὸ⁮  

 ” 0650 0711

”

ר  ⁴₀  ⁴

ש ⁴₀„Ὸ⁴

ת —ῼ⁯

” ר ”

║ „ „ ΅  ”‹

║

║ Ὼ ₀ 4/ З8

║ ‖‾ ” 0+4// З1/8

” ש

║ ‚ ‒― ₀  

║ ₀ ‚ ῲ

║ ᾿ ”

║ ᾿Ὸ₁Ό΅

║ ᾿ ᾿ ᾿ 0// ” 41 ” ᾿ ᾿

║ 4+/// „ 2// ” ᾿2// „ 05 ”

║ ” ” ᾿ ᾿ ᾿ ᾿ ’‘᾿ 7

║ ‚ ῴ 1/ ‖‾‹₀

” ת

║ ’ ”

║ ᾿ ”

║ ”

”

║ 6 ”

║ 1/

何故クレマンソー・ケネディ？ 

   国家は子孫に伝えるべきで、私のものではない 

   人民は国家に属し、       〃 

   君主は国家人民の為にあって、国家人民が君主の為にいるのではない 
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 ”

” ║ 13

野中兼山  ║ ‍⁴ ” ᾿ ║ ”

0520 0552 ’ ‚⁭⁯᾿ ₀ ⁸ ’΅ 06 Ὸ⁮

║ 2+///

1 2 ”

║ ” ₀ •᾿

₀ ‗ ⁴  ​ ”

‗ ‍

║ ” ᾿ ᾿ↄ₦℅”

‗

║ ‚⁭⁯ 2 ”

” 02

║ ”

║ ”  ₁‚⁭⁴ ”

║ ‚ ” ⁯ ― 5//

║ ‚⁭⁴ ᾿ ”

║ ,,, ” ᾿ ₀

” ᾿ ” ᾿ ” ᾿

᾿ ᾿’‴ ᾿ ” ᾿

” ᾿ ᾿
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7 ║ ”

徳川吉宗 ║ 0 „ ” ║ ”

0605 0640 ║幕藩体制を 100 年延長 ║ ₀ ‗ ⁴

║ ”

║ ᾿ ”

║ ↄ↕⌂ ”

║ ‼” ⁯ ‖

║  ⁵‍ ” ₀ ‗ ”℮↔⌐

 ⁴ ‚⁭⁯

║ ” ᾿ ‗

║ ”

║ ,,, ‗΅ῲ ”

║ ᾿ ᾿ ᾿ ᾿ ‚

” ” ”

║ ” ᾿

„ ” ‗

║   ,,, ” ” ‚᾿ ‚

₀ ‚  ᾿ ₀‗ ₀  ᾿

⁴ 08 0/ ” ‚ ₀ ΅‍

║

║ ║  ⁴ ” 0/

║ ” ₀ Ὸ⁮᾿ ‖„᾿ 0//

‭ ᾿ ”

║ ” ₐ└↔⌐

║ ‚⁭⁯ ” ‗
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” ║ 0/

恩田木工 ”

0646 0651

║ „ ᾿  

║ ‗ „

║ ‗⁞⁴ ║ ‹‚„ ₀ ―

‾⁭ 

║ ₀ ‚   

║

║ ” ' ᾿ ( ║  ‴ ῼ

║ ᾿ ᾿

║ ”

║  ῼ ₀ ⁴ „ ‗ ⁴

║  ” ⁯⁞‼

║

║ ᾿ ⁯

║ ”

” ║ ”

二宮尊徳 ║ ” ᾿ ”

071/ 0745 ║/Ὸ⁮ 2/ ‖ ” ‗

║ ” ”

4

║ ” 0/

║ ᾿ ” ”

║ ”
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║ ‚ ”

║ Ό―‮  ⁮⁵―Ὸ⁮ ₀ ⁴

║ ᾿ ΅ῲ‏‚║║║

║ ”

║ ‗

║ ᾿

║  ‍ ”

║Ή ῌ,,,

║  Ή ῌ₀ ‼⁴ Ή ῌ,,, ‗

║ ” ₀  ⁴ ║ ₀ ‼⁴

║ Ό–‾‒― ‗’⁴ ║ ΌΉ ῌ₀

║ ‚ ῴ⁴ ⁵‍ ”‹

₀ ῾‍

║ „ ‚ ›

║ ” Ή ῌ₀  ⁴

║ ₀ ΅ ‚  ⁴

║≥╒⃰╒Ό ⁮  ⁴

║4 ‖ ῼ ₀ 2 ‚ ⁴᾿

₀ ‗ 

║  ⁵‟ ” Ό ῴ⁴

║ „ ‚ ῼ

║ ”ῸῸ⁮’΅ ₀ ⁴ ║Ή ῌ₀ ‚

⁞ ” ‼⁴

║ ‚⁭⁯᾿ ₀ ῲ

║ „ ῃ‗ ‚  

OGO ” ”↑└⅍᾿

” 1/ ” Ὸ⁮



 

財政悪化の真の理由その他 
 

 

8 ” Ῥ΅ –  

 
23 9 9  

 
 
ῷ    ‴ ‗΅ῲ Ό Ὸ⁮ ‍”‖᾿ ῷ    ‴

 ‗ ₀ Ὼ‴ ‍῀ „᾿‴‎ ”⁭ῲ‖ ῀

0// ” ₀  ―΅⁴全国法人会連合会の税制委員会‖ ⁸⁵‍

” ‖ Ό  ‍ ‖Ῥ⁴῀

財政赤字と国家債務の原因 
” „ 3/ ‾ Ὼ „ 8// ‚‾  ―΅⁴῀

‖΅ῲ ‖Ῥ⁴῀ Ὸ⁮ ῴ‟᾿​” „᾿

⁞ ר Ό  ῼ’Ὸ‒‍Ὸ⁮‖Ῥ⁴῀

Ό ש ‒―΅‍Ὸ⁮‖Ῥ⁴῀

’ ת ” Ό ‒―΅’Ὸ‒‍Ὸ⁮‖Ῥ⁴῀

„᾿ ‗ ―”お金の使い方が誤っていた ‗‚’⁴῀ ”

„ῷ ” ‖᾿ ’ ΅ ‖Ῥ⁴῀

”復興財源は、増税に依存してはならない。
 ⁵ ” „᾿ ‚ ‒―΅⁴ ‚ ’⁴ ₀ ῴ ℮̓↔⌐

” ₀‾‍⁮  ‖‾’΅῀

„ ” ‖Ῥ⁴῀ ‚  ⁴‚„ ” ᾿ ‚  ‮

Ὼ‖Ῥ⁯᾿ ⁯  Ὼ‮ Ό ΅’⁮ ‚ ⁮ ⁴₀ ’΅῀

’ Ὸ⁮„᾿ „ ‗‾ ῲ᾿‖”‾Ὼ‮ ‗ ―

‾ ‚ ‚ ₀ ῴ⁴ ‾’ῼ ​̓₁’ ‗‚  ⁵‟ „

 ⁴῀企業増税を行えば、不況は益々悪化する。

社会保障と税の一体改革は発想が誤っている 

社会保障の財源改革は社会保障制度自体Ό ⁸“‟’⁮’΅ ‖

Ῥ⁯᾿社会保障の自覚の問題‖Ῥ⁴῀
„ ᾿ ” Ὸ‚  ― Ό ῴ⁴‗ ‚ ῴ―„’⁮’΅῀

Ό  ―᾿ ” Ό ’΅ ‚’‒―΅⁴‗ ―‾ ​̓⁵„

” ‖„’ῼ​⁵ ” ‖Ῥ⁴῀ ” ”−ₐ└⅍„᾿

‗ ” ‖Ῥ⁴῀

‚  ⁴ ” ₀ ” ‚  ⁭ῲ‗ ⁴ ‚

‚‗‒― ‾ ’自立性を確立して改革に向う姿勢が必要‖Ῥ⁴῀
₀ ⁴‍‼‗΅ῲ⁭ῲ’ „᾿ ⁯ ῴ ” ‖‾’΅῀
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 企業価値と評価 

„‘”⁭ῲ‚  ⁴Ὸ
 

 
 

企業価値とは何か 
 

 ①企業価値とは企業が将来にわたって生み出す利益の合計額 
 

 ②利益とは企業に対する社会の評価 
 

 

１．企業とは  
 

(1)利益をあげることを目的として設立される  
 

 
(2)利益をあげるためには社会に対して役立たなければならない  

 

 
(3)「企業価値を創造せよ、さもなくば撤退せよ」とは、①、②を要約したも

のでいつの時代にも変わらない原則である。  
 

 
 
２．利益とは 

利益 利益

 ”₮₰Ω√”ṷ”

'0( ЗSU᾿ ᾿₰−╒℗

'1( З

 

ライブドア事件など（企業に価格がつけられるか？） 
 

⅔№−└ ‚  ⁴ ΅ ῾ „᾿ ₀

‚ ‼― ₀ ‒―΅’΅ ‚  ―᾿ ₀ ΅ ‼᾿​”

₀ ‒― ₀ ‼⁭ῲ‗ ⁴ Ὸ⁮” ‖Ῥ‒‍῀

↔₇└ⅎ ’ ₀ ῲ ‚  Ή‾” ῲ ῌ‗ ―

” ‚⁭⁴ ” ₀  ‍

⌐₯≈∞„ ‚∏╒√∆╒₯‚ up ―Ῥ⁯‴   

http://yamauchi-cpa.net/index.html   
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３．企業価値に関する変化の理由  

(1)会計制度の改革  

” ” ῀

᾿ ”₡└ↄ≤└₰ ᾿ ” ’‘῀

‗ ‖ ⁮⁵⁴ ‗‗’‒‍ ” ῀

(2)株式所有構造の変化 

„᾿ ⁞ ’‘” ” ‏ ΅

‚⁭⁯᾿ Ὸ⁮” ” ₀  ⁴ ‗’ῼ  ⁴ ‗Ό‖Ὼ‍῀

(3)Ｍ＆Ａの増加  

₧⌠╒ↄ⌂ ” ‚ ΅᾿‾„⁞ ” ‖„ ‚ Ὼ ‒

― ῾’΅῀ ₀ ‚ ‼’῾⁵‟ ” ‗’⁴῀

４．企業買収の脅威 

‚ ”–ῼ ‗”

(1)安定株主の変化  

 

(2)株式交換による買収資金の不要化 

 

(3)終身雇用制など人事制度の変化 



23 
 
５．公正価値とは 

” ᾿ ” ᾿ ” ’‘‚ῷ΅―᾿公正価値Ό

 ⁵⁴῀

(1)FASB I̓ASB” Ή ‚ῷ῾⁴ ” Ῥ⁴ ”’Ὸ‖᾿

Ῥ⁴ ₀  ⁴ ‗‖ ⁴‖Ῥ⁶ῲ ᾿Ῥ⁴΅„Ῥ⁴ ₀

 ⁴ ‗‖ ῲ‖Ῥ⁶ῲ  

 
'1(

‚„時価‖Ῥ⁴῀ ” ‗ Ό経済合理性‚⁭⁯市場を通じ

て取引 ⁴‗Ὼ” ‚⁭‒― ₀  ‍ ₀΅ῲ῀ ’ Ό

 ⁴ ” ‚⁭⁯᾿客観的妥当性Ό  ⁴‗ ῴ⁮⁵⁴῀ 
 
(3)いかに公正価値を見積るか（公正価値による企業評価） 
 

コスト・アプローチר

‖Ῥ⁴῀

 ”―‮ ‗ ” ₀ ‚  ―᾿​” ‖Ῥ⁴

∂╒₰” ₀ ‗ ⁴ ῀

インカム・アプローチש

” ₀᾿ ” ‗ ” ” ‗‚⁭⁯  

⁴ ‖Ῥ⁴῀ ” ” „ ’ ‴‍„

‚⁭‒― ‚ ΅―  ⁴῀

マーケット・アプローチת

” ‚„ ΌῬ⁴Ή ῌ₀  ᾿

” ‚„Ή ῌ „Ή ῌ₀  ⁴῀

∕╒₨№⅍║₈↨⌠╒℅” „᾿ ” ᾿ ‚ —΅―΅⁴

‗΅ῲ ’ „Ῥ⁴Ό᾿ ‗ ―„᾿ „

” Ὸ– ’ ΌῬ⁴῀

'3(≥╒∕└₮≡№₦

2008 9 ” ‚⁭⁴ ” „᾿ ‚  

⁴ ₀   ‍῀ 
IASB„ 10 ‚Ή Ό ‖’΅ ” ” ‗ ῌ

₀  ᾿ Ό ‖’΅ ‚„᾿ ₀∂╒₰‗ ‍修正理論

価格‗΅‒‍ ‚  ⁵‍ ₀  ᾿ ‗ ‗Ὼ‮ ‍  ͂  
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６．公正価値等による企業評価 

”⁭ῲ’ ‚–΅―᾿ ‚⁭⁴ ₀ ‒―  ΅῀
 

 

評価対象株式 2,000 株 

ר

B/S  P/L 

” 0+///+/// 3//+///

” 5//+/// ║ ║ 273+///

” 3//+/// 05+///

ש 1/+///

ת 0//+///

0װ ⁯ 01+4//

ױ ” 05.2 4// ᾿06.2 2// ᾿07.2,1/.2 3//
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（１）時価純資産方式による計算（①コスト・アプローチ） 
 
 

„᾿ ” ₀ ‖  ᾿  ‍ ”―‮ ₀ ΅―  

‍ ‖  ⁴ ‖Ῥ⁴῀ 
‚⁭⁯  ‍ „ ” ⁯‖Ῥ⁴῀ 

 
 

１株当りの時価純資産価額    22,500 円 
 

（企業評価＠22,500×2,000 株 45,000,000 円） 

 
 

᾿ Ό ‍ ” ‚–΅―„ ” ₀  ⁴ ‗‗ ‍῀ 
„ ” ₀  ― 40 ‗ ‍  

 
 

    
⁯”   

 
 
 
 ” ‚⁭⁯  ⁴‍‼‚᾿ ‚ῷ῾⁴ ₀  ‍῀ 
​” ᾿ ” „ ” ⁯‗’‒‍῀ 

 
 

平成２３年３月３１日時点の財産状態 
     
  

  
 

 
”  1,200,000 1,000,000 
”  700,000 600,000 

 50,000 0 
   450,000 400,000  

 
20,000  

 
 

⁯” 450,000  ö20,000  22,500  
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（２）収益還元方式による計算（②インカム・アプローチ） 
 
 

” ” ₀ ” ‖  ᾿ ” ‹   ”

(2)‗ ᾿‴‍᾿ ” ‚  ⁴ ₀  ― ” (3)
₀ ‼᾿​⁵⁮₀ ” (1)‚  ―᾿ (1) (2) (3)₀ ‼‍῀ 
 

” ‚⁭⁯  ‍ „ ” ⁯‖Ῥ⁴῀ 
 
 

１株当りの収益還元評価額   24,500 円 
 

（企業評価＠24,500×2,000 株 49,000,000 円） 

 
 

 
ר  400,000 
ש ”  169,000 
ת ”  ṟ79,831 

 489,168 
 
 

 20,000  
 
 

1 ⁯  24,500  
 
 
 
 
 ① 自己資本額   3//+///

 
23 3 ” ” ₀  ‍῀ 
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② 利益の資本還元額 169,000  
 
 

 16,000   
  

 
 

ₐ ”  7.58   
 ”  

 
⌠  

2003 2007  1.42  
 

 
⅞  0.47 ױöװ  

13,905    
 2,964,498     

 9.47  
 
 

16,000  ö 9.47  169,000  
 

” ‚ῷ΅―„᾿ ” ” ” ₀ ‗ ―  ᾿

’ ⁯ ” „ ⁸’Ὸ‒‍῀ 
​” „ ” ‗”ↄ≤└₰₀ ῴ―” ‗‖Ῥ⁴῀ 

 
 

③ 自己資本の毀損額   ṟ79,831  
 

 400,000  
 

1.89  
 

⌠   1.42 
 
⅞ 0.47 

 
 

400,000  Ö 1.89   ṟ7,560  
 
‴‍ ‚ṟ7,560 ₀  ―΅’΅ ‗ ―  

” ṟ7,560  ö 9.47   ṟ79,831  
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（３）類似業種比較方式による計算（③マーケット・アプローチ）

” ‼⁴ ‚  ―  ‍ „ ” ⁯‖Ῥ⁴῀

 
 

１株当りの類似業種評価額   17,500 円 
 

（企業評価＠17,500×2,000 株 35,000,000 円） 

 

ר 01+4//

ש 11+4//

ר ש .1 06+4//
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（４）配当還元方式による計算（少数株主） 
 

 

” ” ₀ ” ₀ ‚ ‍ ‖ ΅―  ‍῀

1 株当りの配当還元価額 9,000 円 
 

（企業評価＠9,000×2,000 株 18,000,000 円） 

 
 

1 ⁯ ”  
 

 
 
 

‚–΅― 
 

‚⁭⁵‟ ​̓” ” 1 ⁯” ” ‚  ―᾿ 10
₀ ‗ ―  ―΅⁴῀ 

 Ὸ  ⁮  ̓” ” „Ὸ’⁯ ”‾”‖᾿ ” ‗  ―‾ ΅

‗’‒―΅⁴῀ 
” ‚ ‒―„᾿ ” ᾿ 19 ‚

 ⁵―΅⁴ ᾿ ” 4.45 ₀ ‚ ― ’

‗ ‍  
 
 

” ‚ ‒―”  
 

5 ” 1 ⁯  400  
 400  ö 0.0445 9,000  

 
5,000  

ö ” 20,000  
100,000,000  ö20,000  5,000  

9,000 ö 5,000  1.8  
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（５）鑑定評価の結果計算（所有割合 10％株主の場合の株式評価） 
 

” 10.0  20.0 ͨ1 ‚  ⁴

᾿ ᾿ ₀  ― ₀ ‒‍ „ ” ⁯‖Ῥ⁴῀ 
 

 
１株当りの評価額      12,000 円 

 
（10％所有割株式評価＠12,000×2,000 株 24,000,000 円） 

 
 
 

22,500 ‚支配割合※1 と本業の非継続割合※2を乗じて ₀

 ‍῀

 

 22,500  Ö 
20,000
2,000

Ö2 ͨ1 Ö 
3
1
ͨ2 1,500   ║║║  

 
24,500 ‚支配割合※1と本業の継続割合※2を乗じて ₀

 ‍῀ 
 

 24,500  Ö 
20,000
2,000

Ö2 ͨ1 Ö 
3
2
ͨ2 3,300    ║║║  

 
9,000 ‚上記支配割合※1以外の比率を乗じて ₀  ‍῀

 
 9,000  Ö 1

20,000
2,000

Ö2 ͨ1 7,200   ║║║  

 
” ₀  ― 12,000  

 
 
 
ͨ1 20.0 ‗„᾿ 2,000 ᾿ 10.0 ”

20,000 ” 50 ‖Ῥ⁴ 10,000 ‚  ⁴ ‖Ῥ⁴῀ 
 ” ‖ Ό 100 ₀ ῴ⁴ „ 100 ‴‖‗ ⁴῀ 

ͨ2 ” ( ” )₀ 3 ” 2 3 ” 1 ‗ ‍῀



諸葛孔明のバケツ理論 

 

‖„’΅

Ａ：砂利タイプの仕事 

  ‒‍

Ό  ⁵‍ ’

⁯”Ῥ⁴

₦⌐╒√ ᾿

Ｂ：石タイプの仕事 

—ῼ⁯

”

∙₰

ₐ⅝∂╒₮≡└

‖
„
’
΅

Ｃ：砂タイプの仕事 

” ”

᾿ ᾿ ”

”

‎Ό ‖’΅

⁞ ‭”

Ｄ：水タイプの仕事 

⁞‒―‾⁞⁮’ῼ―‾΅΅

”’΅

⁴‚ ⁮’΅ ‭”

 

 

”∙≥₡└₲≤╒


